
【三重県経済の動向】

雇用情勢

底離れしつつある

持ち直しの動きが
やや鈍化

高水準続く

四日市港では通関輸出額について石
油製品、鉱物性タール及び粗製薬品
などが減少。

情報通信機械、生産用機械、金属製
品などが低下、電子部品・デバイ
ス、輸送機械、化学などが上昇。

新規求人数について建設業、輸送用
機械器具、運輸業、郵便業、飲食
サービス業等が増加。

5月の住宅着工戸数は、前年比9.5%減
で６か月ぶりに減少。

６月の貨物自動車販売（普通+小型+
軽）は、前年比2.8%減で、2か月ぶり
に減少。

6月の公共工事請負件数は、前年比
3.9%増となり2か月ぶりに増加。

輸 出 入

生産活動

設備投資

公共工事

一服

横ばい

年度累計で横ばい

コメント

5月のコンビニ販売額（速報）は4.4%
増。家電販売額は0.8%減で4か月ぶり
に減少。

動向

一部で弱い動き
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「社会問題化する空き家の増加～空き家増加の背景と解消に向けた取り組み～」より

項目

個人消費

住宅建築

〈現在の景気〉

緩やかに持ち直している。個人消費は一部に弱い動きがみられ、生産は持ち直

しの動きがやや鈍化しているものの、雇用は高水準で推移。

〈当面の見通し〉

緩やかな持ち直しが続く。生産、設備投資の持ち直しが期待され、雇用は高水準

を維持する。

三重県全体状況について

❖雇用⇒前期比＋3.5ポイント

で半期ぶりに上昇へ転じるも、

高水準での人手不足感が続い

ている

❖設備投資⇒前期比9.7ポイン

トの悪化

❖資金繰り⇒前期比6.1ポイン

トの悪化


